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巻
頭
言

最近のニュースから
感じること

ジャグラ理事/㈱中島プリント商会（群馬）　中 島 　博

　テニスの大坂なおみ選手が、全米女子オープンで見
事に２度目の優勝を果たした。解説者の杉山愛さんに
よると、今回の勝因は第２サーブだったという。
　テニスの試合は「サーブ（serve）」で始まる。
serve とは「仕える、奉仕する」という意味の英語
だが、どうして試合で「サーブ」と言うのか？　それ
は昔、主人がラケットを構えているところに、召使い

（サーバント）がボールを投げ入れ、それを打って遊
んだのがテニスの始まりだったから。召使いは、ゴル
フ練習場のボールをセットする装置の役をしていたわ
けだ。サービス・エースなどと言うが、もしも主人が
打てないようなボールを投げたら、怒鳴りつけられた
に違いない。
　テニスが現在のような試合形式になったのは、12
世紀頃のフランスでのこと。召使いがコートの外から
ボールを投げ入れることから試合が始められたとい
う。この行為をフランス語で service と言った。ヨー
ロッパの使節団が、中国の王様の前でテニスの試合を
披露したところ、「どうして召使いにやらせないのか」
と言われた。肉体を使うのは下々の役目だった。

  serve には「宮殿に仕える、役所で働く」という意
味もある。公務員は英語で public servant。「公僕」

という言葉はその訳語だろうが、最近の公務員は誰の
ために働いているのか理解していないように思える。
　役所は、国民、市民のために行政サービスをする所
のはずだが、官邸の顔色ばかり見ている。首相に忖度
し、公文書は平気で改ざんするし、証拠の資料は破棄
したとうそをつく。ばかげた無駄遣いだったアベノマ
スクだが、マスクを配りさえすれば国民は安心する、
と進言した官僚出身の側近がいたらしい。
　日本に公務員はどれくらいの割合でいるのだろう
か。簡単には出てこなかったが、やっとのことで調べ
たら約 11％だった。官庁や役所だけでなく、警察や
消防、自衛隊、教員、わけの分からない外郭団体もあ
るし、少なくとも 10 人に１人が公務員だということ
になる。米国ではもっと多く、約13％が公務員だった。
　公務員は仕事をしていないとか、必要ないと言う
つもりはさらさらないが、公務員は自分で稼がずに
ただ使うだけなので、コスト意識があるはずもなく、   
非常に効率が悪いように見える。どんなに無能でも首
にならず、リストラの心配もない。無駄金をつかった
り、間違いをおかしても謝罪しない。
　ほとんどの官僚や公務員は、優秀で使命感を持って
仕事をしていると思うが、近頃、首をかしげるニュー
スが多いのが気になる。
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なかむら通信
読者の皆様へ

　ジャグリストの皆さん、こんにちは。

会長の中村耀です。

　アメリカの大統領選や日本の菅新政

権のスタートなど、政治面で落ち着か

ない日々が続いていますが、皆様いか

がお過ごしでしょうか？

　新型コロナウイルスの影響により、

印刷業界も売上げの減少を余儀なくさ

れています。こうした中、最近叫ばれ

ている「７割経済」にどのように備え、

対応していくか問われています。通常

であれば印刷業界は繁忙期へと突入す

るところ、多くの会社が例年通りの受

注に苦戦を強いられることと思います

が、ここを乗り切って来年へつなげて

いきましょう。
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それは一冊のノートから
“紙印刷の創出”と“社会貢献”と

㈱新踏社（奈良）

同社取締役　安達香奈子

【じゃぱにうむ●/●Japaneumn】https://www.jfpi.or.jp/topics_detail6/id=184
日印産連が構築する印刷産業界のインバウンド事業およびインバウンドニュースを
扱う情報共有・情報交流 Web サイトのこと。印刷産業各団体・企業のリリースを
中心に、印刷会社が取り組む地域連携や産学官連携によるインバウンド事例を紹介
しながら、印刷産業の事業領域の拡大をめざす。日本の地域産業の活性化と同時に
印刷産業の新たな価値創出を図り、事業領域拡大をめざす手がかりを発掘する。

「じゃぱにうむ」とは、Japan Printing Alliance News Columns を縮めた造語。

巻 頭 企 画

チャリティノート『ノーモ』

日印産連・じゃぱにうむ2019 地方創生事業事例発表会より

　ジャグラなど印刷関連団体 10 団体で組織する（一社）

日本印刷産業連合会（日印産連）は、本年 2月に『じゃぱ

にうむ 2020	印刷産業の地方創生事業事例発表会』を開催

し、印刷会社が取り組む地方創生・地域活性化の事例発表

を行いました。ジャグラ会員である栃木の㈱みやもとさん

と大阪のホウユウ㈱さんも事例発表を行い、その模様を 

本誌 3 ＆ 4 月号において紹介しましたが、昨年 2019 年 3

月にも同様の発表会が開催され、そこでもジャグラ会員で

ある奈良の㈱新踏社さんが事例発表を行っておりますの

で、今月はその概要を中心にご寄稿いただきました。

■　価格破壊の中で気づいた 5つのこと

　『わらしべ長者』という昔話があります。一本のわらし

べが次々と価値のある物に換わっていく物語。決して長者

になったわけではありませんが、一冊のノートから様々な

ものへ拡がっていった様が、「何か似ている……」と最近

思うことがあります。

　日ごとに秋色が濃くなる奈良公園、その目と鼻の先にあ

る弊社は、ガリ版印刷を手がけた初代から引き継ぎ、現在

で三代目、来年で創業 90 年を迎えます。県庁や大学等が

点在する中に位置することから、重要案件・特殊案件など

も依頼され、印刷業における実績と信頼を積み重ねてきた

と自負しています。

　しかし、10 年ほど前から奈良県にも電子入札システム

が導入され、従来の実績は関係なく、価格ありきの発注に

変わりました。当初は様子を見ながら落札できる価格を提

示していましたが、価格破壊ともいえる状況が続き、毎年

その額を下回る額が更新されるようになりました。

　そのような流れの中で、ふと立ち止まりました。私たち

印刷を生業としている者ができることは何か、改めて考え

てみたのです。確かに「お客様が伝えたい情報」を「要望

通りに作って届ける」というのは基本です。しかし、その

要望がくるのを「待つだけ」という現状はどうなのか、せっ

かく情報を広く伝えるためのスキルを持ちながら……。な

らば「私たちが能動的に発信する何かを生み出せばいい」、

そんな思いが徐々に大きくなっていきました。

　2016 年春、その頃、流行っていた E-book のソフトを導

入してみました。しかし作成する側がどうもしっくりこな

いものを、お客様に薦めることは不可能だということが分

かりました。それから気づいたことは、

①自分たちが得意なものであること

②アナログなものであること

③現状の設備で対応できること

④一般の方が持つ印刷会社の敷居を低くすること

　そして何より一番強く思ったのは、

⑤互いが共に嬉しいものを作る

という条件でした。

■　チャリティノート『ノーモ』の誕生

　この条件を踏まえて誕生し

たのが『ノーモ』です。と言

えばとても大げさですが、単

なるＡ 5 判変形の無線綴の

ノートです。ただし一冊から

オリジナルを作成します。普通、ノートというのは糸かが

り製本ですが、それは自社内では不可能なので、ノート未

満メモ以上ということで『ノーモ』と名付けました。

　最初にしたことは、ロゴマークを作り、商標登録するこ

とでした。ちゃんと名前を与えることで、何でもないもの

が使命を帯び、自立できると考えたからです。寄付金の要

素を付け加えたのは、前述の「互いが共に嬉しいものを作

る」という思いから。自分の経験から、募金をすることの

ハードルを下げたかったのです。

　奈良の平城宮跡では春と秋、「天平祭」というイベント

が行われます。2016 年、『ノーモ』発表の場をそこに決め、

寄付金付き『ノーモ』に協力していただきたい相手先に早

速働きかけました。

　奈良公園を取り巻く旧街区には老舗といわれる店舗が多

く、その中で表紙のデザインにしたい 2 軒にお願いに伺

いました。創業 100 余年の菓子司中西与三郎様には生菓

子を、植村牧場様には明治から続く木製牛舎をそれぞれモ

チーフとして使用させていただきたい旨を説明しました。

　基本、一冊 200 円で販売し、内 50 円を希望の団体に寄

付をするというもので、両店にはその年の初めに発生した

熊本大地震被災地への寄付になることを伝えました。両店

とも突然の訪問にも拘らず快く承諾をして下さり、かえっ

てオリジナルができることを喜んでいただけました。加え

て、弊社のオリジナル『ノーモ』も作成しました。

昭和６年2月に奈良県唯一の謄写印刷専門業として奈良市で開業した

同社の当時の写真 （一部破損）　創業者安達友治氏はジャグラの前身

「日謄連」 の初代奈良県支部長

じゃぱにうむ 2019 で事例発表する筆者
講演動画 https://youtu.be/1vZL19_I9ek（日印産連提供）

『ノ
ー
モ
』
菓
子
司 

中
西
与
三
郎

『ノ
ー
モ
』
植
村
牧
場

『ノ
ー
モ
』
熊
本
大
地
震
支
援

２
０
１
６
年
４
月 

天
平
祭
ブ
ー
ス
で
販
売

『ノーモ』 のロゴマーク

奈良・新踏社/それは一冊のノートから

2 3



巻 頭 企 画 日印産連・じゃぱにうむ2019より

　また、地元として見過ごすことのできない『一般財団法

人奈良の鹿愛護会』と、個人的に盲導犬育成のボランティ

アをしている『社会福祉法人日本ライトハウス盲導犬訓練

所』のための『ノーモ』も制作しました。どちらも写真素

材の提供はしていただきますが、グッズとしての在庫を持

つことなく、販売分だけ一冊 50 円の寄付が生まれる形で

す。奈良の鹿愛護会様との接点は、その時点では会長の名

刺印刷程度でしたが、あらかじめ『ノーモ』の見本を作成

して説明に伺ったところ、快諾をいただきました。

　天平祭での３日間のブース販売は何もかもが初めてで、

費やした時間や経費を考えるとマイナスだったかもしれま

せん。が、それ以上に前を向いて進むための土台となった

のを確信しました。

　それから一か月後、今度は奈良公園の鹿
ろくえん

苑※において『子

鹿公開』というイベントが６月いっぱい開催され、そちら

にも毎土日にブースを出させていただくことになりまし

た。用意したのは、鹿苑でその春一番に生まれた子鹿を表

紙にした『ノーモ』。前年の一番子鹿の写真も提供してい

ただき、 2015 年版と 2016 年版を数種類作成したところ、

鹿の写真の珍しさもあって一か月で約 1000 冊を販売しま

した。「可愛い」といって喜んでくださる方、「寄付になる

のなら」と購入してくださる方、「お土産にちょうどいい」

といってくださる方、その笑顔を見ながら、従来の仕事と

は別の充足感を覚えました。現在では毎年のシリーズもの

として認知していただき、「今年の子を」と購入してくだ

さるリピーターも増えました。また毎年 10 月に開催され

る『鹿の角きり』でも、角きりデザインで作成したものを

ブース販売し、売上額の 4分の 1を同様に寄付に充ててい

ます。

　日本ライトハウス盲導犬訓練所様についても、提供して

いただいた盲導犬候補生の子犬の写真で作成した『ノーモ』

を委託販売していただいており、日程があえば私たちもイ

ベントに出向いて販売の手伝いをします。先方からは、「す

ぐに完売してしまう」という言葉をいただいています。

■　クラウドファンディングを活用

　そのような活動を一年続け、2017 年春にはある程度数

字的に実績が出ました。そこで以前から挑戦していた平成 

28 年度補正ものづくり補助金交付事業に応募したところ

採択を受け、より『ノーモ』をスピーディに提供できるよ

うになりました。寄付金付だけでなく、個人依頼のもの、

スポーツクラブのグッズ、各種イベントの記念品など、急

な発注にも必要数を迅速に作成して用意できる体制です。

売上額は些細なものですが、多方面への繋がりという点で

『ノーモ』は大いに貢献しています。

　奈良の鹿愛護会様と親しくなるにつれ、対外的なイベン

トに呼んでいただいたり、また『ノーモ』販売の手伝いを

買って出たりするようになりました。2017 年秋頃、その

ように鹿苑や奈良公園に通う機会が増えると、今まで気づ

かなかったことが見えてくるようになりました。

　第一は愛護会の職員さんたちの仕事の多さ、大変さ。 

10 名程の人数で、公園の鹿に関するあらゆることに対応

されているので、ＰＲ活動まで手が回る状況ではありませ

ん。ならば我々が“伝える”ことを担えればと思うように

なりました。

　第二は、現在の奈良公園の現状、鹿たちが直面している

問題でした。奈良公園にはごみ箱が設置されていません。

鹿の誤飲・誤食を防ぐためですが、近年激増しているイン

バウンド向けの説明はないに等しいです。ブースに立って

いると、観光客が捨て場に困ったごみを引き受けることも

多々あります。そのような場面が度重なると“ちゃんと伝

える・説明すること”を怠っているのは我々ではないかと

思うようになりました。

　「行政はどうして何もしないのだろう？」と言っていて

も仕方がなく、目の前の現実を何とかできないかと思い始

めたとき、クラウドファンディングを活用して地域活性化

をめざす新規事業の募集があることを、県の広報紙で知り

ました。資金を集めるためのサイト運営費用を県が補助す

るというものです。書類を揃える面倒や、クラウドファン

ディング自体を漠然としか理解していないこともあり、し

ばらく応募を悩んでいました。しかし、一企業が何かをす

る場合、やはり県のお墨付きをいただいた方が絶対有利だ

ろうし、広くこの問題を世に問う良い機会になるのではと

思い、だめもとで締切間際に応募しました。その結果、お

陰様で「平成 29 年度ならクラウドファンディング活用支

援事業者」に選んでいただきました。『奈良公園鹿と共生

雑貨づくりファンド』の始まりです。

■　紙から布へ──初めての試み

　ファンド運営会社との打ち合わせを重ね、2018 年 2 月

末から投資家募集が始まりました。県の応援企業というこ

とで地元メディアでも紹介していただきました。内容は、

奈良公園にポイ捨てされるごみを少しでも減らすため、奈

良らしい雑貨を作り出すというものです。注意事項を多言

語表記した紙袋や、奈良特産の蚊帳生地で作るエコバッグ

を企画しました。紙製品は守備範囲のものなので、試作も

早くできるだろうと高をくくっていましたが、紙の材質に

こだわるほど印刷工程やコスト的に難しいことが分かり一

旦棚上げしました。

　ファンド紹介には“奈良の老舗印刷会社が挑む”という

肩書がついています。もう一方の、布製品という印刷物と

全く畑の違うものを、一から作り出すという作業はまさに

挑戦です。作りたいもののイメージは頭にありますが、そ

れを現実にするにはまずどうすればいいのかというところ

からのスタートでした。地元で蚊帳布巾を製造する老舗会

社を訪ねてみましたが、新規は難しいということで断念し

ました。

　このような状況で感じたのは、印刷業の特権＝様々な業

種の方がお客様であるということでした。自店でオリジナ

ルの蚊帳布巾を販売されている顧客に紹介していただいた

のが、現在作製をお願いしている会社です。蚊帳布巾製造

を専門に起業された県外の会社で、この企画を面白いと

言ってくださり、素人相手に本当に根気よく付き合ってい

ただき現在に至っています。

　特に難しかったのが色目で、紙に印刷する色と、布に染

める色は全く異なります。しいて言えば，薄い蚊帳生地を

重ねて出る色は、ダブルトーンの世界です。難しいけれど、

とても面白いことを初めて知りました。本業（印刷）をし

ながらのことなので、なかなか集中することができず、結

局完成まで一年を要しました。その間、亀の歩みのような

打ち合わせに付き合ってくださったことにとても感謝して

います。

　『ノーモ』の新しい動きとしては、新規顧客として２軒

のホテルでオリジナルを作らせていただきました。これら

も地元新聞社（弊社の顧客）のご紹介であり、とてもあり

がたいことです。

■　ＳＮＳにＴＶに

　例年、年度末は通常よりはるかに慌しくなりますが、

2019 年はそれに輪をかけた感じになりました。ファンド

募集が２月 28 日で終了し、 結果 100 人近い投資家の賛同

をいただきました。お見せできる製品（最終形のもの）も
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左） �クラウドファンディングの

　　　募集ポスター

上） 奈良新聞の紹介記事

　　　（2018年 4月）

左） �奈良特産の蚊帳生地で作った

　　　エコバッグ 「OTOMO」 の PRポスター

上） 奈良の鹿愛護会ＳＮＳでも PR

奈良・新踏社/それは一冊のノートから

※鹿苑 ：奈良のシカの保護施設
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なく、月に一度ほどのブログで報告や理念を伝えるのみ

だったのにです。本当に有難く思うと同時に、リアルに会

えないネット上の繋がりの力というものを感じずにはいら

れませんでした。

　そして３月には、東京で開催される『じゃぱにうむ 

2019』に恐れ多くも発表の場をいただくことになりました。

当日は、全国から選ばれた各社の長年に亘る活動やその内

容の素晴らしさに、ただただ感服するばかり。弊社は“伝

えることが大事”という題目ながら、実際は技量不足によ

り自分の思いを全く伝えきれなかったという後悔が残りま

したが、「井の中の蛙が大海を知るとはこのことか！」と

いうことを身をもって経験し、とても勉強させていただい

た時間でした。

　同じ頃、クラウドファンディング事業の方も、思い描い

ていた製品がやっと完成。しかし物ができて終わりではな

く、大事なのはこれをいかに広めていくかということです。

基本、“印刷物で広める”ことをしてきた私たちです。でも、

今回はそうではない、何か別の方法でないと、と漠然と思っ

ていました。とりあえずは奈良の鹿愛護会様に完成の報告

に行き、職員の皆さんにも率先して使っていただくようお

願いしました。すると、そのことをツイッターであげてく

ださり、思いもよらない広まり方になりました。今までは

どちらかというと斜に構えて見ていたＳＮＳというものの

凄さを実感することになりました。

　その頃、“奈良公園の鹿の胃袋からゴミの塊が”という

ことが全国ニュースになり、一気に奈良公園のゴミ問題が

クローズアップされることになりました。実はそのニュー

スが出る前から、ＮＨＫ奈良の記者の方から取材の申し込

みを受けていました。民間の一企業がどうしてこのような

アクションを起こしたのか、というところに興味を持って

くださったそうです。また、朝日新聞のローカル面に記事

を、ＮＨＫでは「おはよう日本」という全国ネット番組で

社名は出ないものの紹介していただきました。当の本人が

動かずにいるうちに周りに風が起こっている──まるで台

風のようでした。

■　人が集まる

　ＮＨＫニュースの放送当日、私たちの活動を知った古い

友人から突然連絡がきました。奈良公園の現状を少しでも

良くするために、是非一緒に何かをやろうと言うのです。

そこでお互いの知人に声をかけて、様々な専門分野をもつ

７名で『奈良公園ゴミゼロプロジェクト』を立ち上げまし

た。事務局は弊社に置き、専用のＨＰを開設しました。

　まずは、インバウンドを含む増加する観光客に向けて、

ゴミのポイ捨てをしないなど、マナー向上啓発のための多

言語表記のポスター・チラシを作成、県や鉄道の主要駅に

掲示をお願いしました。またシンポジウムを開催し、我々

の考えを広く聞いていただく場を設けました。それらの費

用は、同時に立ち上げたクラウドファンディングの賛同者

の支援によるものです。月に一度の奈良公園のゴミ拾いを

『ゴミゼロウォーク』と名付け、ＨＰで参加を呼びかけると、

毎回県内・県外併せて約 30 名ほどがボランティアとして

来てくださいます。全く見ず知らずの方々が、「奈良公園

の環境をよくしたい」「鹿たちを守りたい、何かできるこ

とがあれば」と集ってくださるのです。ほとんど奇跡のよ

うな繋がりが生まれています。

　さらに、この秋には「顔出しパネル」が完成します。奈

良公園の鹿たちからのメッセージを多言語で表記したもの

です。当面は奈良の鹿愛護会様の事務所入り口と、イベン

トごとに持ち込む移動式になりますが、多くの観光客や修

学旅行の生徒さんなどに記念撮影をしてもらい、おおいに

ＳＮＳで発信していただきたいと考えています。

　完成したエコバッグに関しても、その商品を中心に人の

輪が拡がりました。こちらも突然に、奈良の老舗土産物店

さんから連絡がありました。東京のお得意様から、ツイッ

ターで見かけたので仕入れてほしいと要望があった、との

ことでした。すぐ近くにあり、何度も前を行き来している

店舗です。“土産物店”なので、地元の私たちは訪れても

数回ほどでした。それが今では一番の協力者となり、また、

その店の常連さんたちが拡めてくださったり。その方々か

らの要望を受けて、大きなサイズのエコバッグを一年かけ

て完成させることになりました。新しいアイデアももらい、

ＷＥＢとリアルを行ったり来たりして、どんどん進化して

います。

■　そしてこれから

　ものづくり補助金の申請時から掲げているのは“奈良発

の三方良し”です。売り手（作り手）・買い手・地域のト

ライアングルのどこかが突出するのではなく、関わるもの

全てがバランスよく利（福）を得ることです。

　現在私たちが行っていることは“印刷”の範疇を離れて

いるかもしれません。しかしどれもが“印刷”というもの

に長年関わってきた経験があるからこそできたと確信して

います。私たちがつかんだ“わらしべ”は一冊のノートで

した。昔話と違う点は、“わらしべ”を手放すのではなくしっ

かり握りしめたままで、周りから色々なものを与えられて

いるイメージです。それは目には見えないものですが、心

がどんどん膨らんでいます。

　できることなら、ジャグラ内で『ノーモの会』のような

ものを作り全国で繋がることができれば、また新しい何か

が、大きなうねりが生まれると思っています。それぞれの

地域に、普段あまり気にかけないけれど、実はすごく大切

なもの、残していかなければならないものがきっとあるは

ずです。私たちにとっては、それが空気のような存在の奈

良公園＝鹿たちだったのです。いったん目を向けてみると，

今まで気づかなかった伝えなければいけないことが山ほど

あるはずです。

　全国で繋がって活動することで、今まで知らなかった地

域の宝や、その問題点を情報交換するだけでも、私たちが

住む日本を知ることになります。そして課題を解決するア

プローチはＳＤＧｓにも則った活動でもあるのです。なん

てワクワクする仕事でしょう。

　来る 12 月７～９日に、東京ビッグサイト／青梅展示棟

Ａホールにて「中小企業	新ものづくり・新サービス展」

が開催されます（下記参照）。昨年の『じゃぱにうむ	

2019』での経験もふまえ、ブース出展することになりまし

た。“伝えることが大事”を胸に、私たちの経験をお伝え

できればと思っています。一握りの“わらしべ”を持って。

『奈良公園ゴミゼロプロジェクト』 の活動

左より、 プロジェクト SNS （https://nara-gomi-zero.com/）、 「ゴミは、 あかん」 ポスター、 顔出しパネル、 ゴミゼロウォーク

奈良・新踏社/それは一冊のノートから巻 頭 企 画 日印産連・じゃぱにうむ2019より

■寄付金付き関連
奈良の鹿愛護会、日本盲導犬協会ライトハウス、植村牧場（明治 16 年創業）/ 熊本義援金、菓子司中西与三郎（創業 100 年の
和菓子店）/ 熊本義援金、オリジナルイラスト / セーブザチルドレン、オーストラリア森林火災義援金 etc.
■イベント記念品関連
奈良県退職校園長会、奈良県童話連盟、近畿高校バレーボール選手権、50 Ｍダッシュ王選手権（1000 名参加）、関西バス祭り、
近畿国立学校養護部会奈良大会 etc.
■学校・スポーツ関連
奈良○○短期大学オープンキャンパス用ノート、⑦大阪○○短期大学オープンキャンパス用ノート、プロバスケットボールチー
ム選手ノート、プロサッカーチームジュニアユース部門サッカーノート
■個人・その他
○○先生絵画個展、お宮参り等の親族の集まり、マイ・ペット、○○教室クリスマスプレゼント etc.

4 年間のイベント参加数は 24 回、『ノーモ』による寄付総額は約 50 万円
可能性は無限に拡がります ご興味をお持ちの方はお気軽にご相談ください

『ノーモ』実績データ

https://www.shin-monodukuri-shin-service.jp/
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　お知らせ：新型コロナ情報

テレワークに伴う
個

個人情報保護委員会　令和2年9月23日

人情報漏えい事案に関する注意事項

　新型コロナウイルスの影響でテレワークの利用が広がる中で、

これまで総務省、経済産業省、（独法）情報処理推進機構をは

じめ多くの関係機関がセキュリティ対策を公表していますが、 

個人情報保護委員会でも 9月 23 日に同委員会が実際に確認し

た個別個人情報漏えい事案 2 例を公表しました。個人情報取扱

事業者の皆様には、発生した内容と考えられる対策を参考にし

てください。

×

■　事例１

　テレワーク中の社員が SNS で知り合った第三者からウイルス

が添付された電子メールを受領したことがきっかけで PC がウイ

ルスに感染し、出勤時にその PCを社内ネットワークに接続した

ことで、社内システムの情報が外部に漏えいした事例

◎攻撃手法のイメージ図

◎対策例

① テレワーク環境では VPN 機器※へ接続しない限りインターネッ

トを利用できない仕組みを導入することで社内と同等のセ

キュリティ対策を適用する。(※インターネット上に安全なセ

キュリティ経路を作るためのネットワーク装置 )

② 少しでも不審に感じたメールに添付されているファイルやリン

クは絶対にクリックしない、テレワークの場合でも一人で判断

せず誰かに相談する等、従業員の方のセキュリティに対する意

識を高める。

③ テレワーク特有の職場とは異なる環境に則したセキュリティ確

保のためのルールや相談体制を整備する。

■　事例２

脆弱性があるVPN 機器への不正アクセスにより社員の認証情報

等が外部に漏えいした事例

◎攻撃手法のイメージ図

◎対策例

① 利用システムは稼働する前にソフトウェア・セキュリティプロ

グラムのアップデートを行う等、セキュリティの検証を十分に

行う。

②  VPN 機器経由にてリモート環境から社内システムへアクセスす

る際には、多要素認証を導入することで、万が一IDとパスワー

ドが漏えいした場合でも、なりすましによる不正アクセス被

害を防ぐ。

詳細はこちらで→ https://www.ppc.go.jp/news/careful_information/telework/

あなたの会社を守る ジャグラ・グループ保険
特長１　掛金が割安です（例：30歳男性、1口277円/月）
特長２　死亡時保障額は最高1600万円
特長３　事故による入院もワイドに保障
特長４　医師の診査はありません　告知のみでお申し込みいただけます
特長５　掛金のお支払方法も簡単です

お問い合わせはジャグラ事務局・酒井まで　Tel.03-3667-2271

　お知らせ：新型コロナ情報

10.6 北海道・東北地方の支部長会を開催
コロナ禍における各支部・各社の現状について情報交換

　10 月 6 日、北海道・東北地方の支部長会が開催されました

（Zoom によるネット会議）。この会合は地協及び支部活動を支

援するコミュニケーション事業の一環として開催したもの。今

後は地協会長の方々にお集まりいただき開催を予定している。

×

■議題

　コロナ禍における支部活動と各社の現状。

■参加者

　本　部：沖専務、熊谷正司副会長、向井理事

　北海道：渡辺支部長（兼全国理事）

　青　森：渡辺支部長

　秋　田：松原支部長

　岩　手：菅原支部長

　宮　城：熊谷晴樹支部長（兼全国理事）

　山　形：後藤支部長

　福　島：伊東支部長

■内容

１）本部より報告（沖専務）

① ジャグラ本部の主なイベントはコロナ禍のため中止。

②  Zoom を利用しての諸会議・活動を活発に行なっている。

③ 全国的に 4 〜 6 月は 10％〜 20％、7 〜 9 月は 30％以上落ち

込んでいるのではないか。

２）各支部の報告

◎北海道

① Go To キャンペーンは北海道では効果は余り無し。

②支部会員とはメールで情報交換をしている。

◎青森

① 紙業会社の話では東北地方の用紙出荷額は 40％落ち込んで

いるとの事。

◎秋田

① 支部会員は秋田市内が主なので、2 月以降の理事会は 4 月・

6月・8月の 3回市内に集まって開催した（2次会は無し）。

②  61 回続けて毎年開催している支部の社員家族も参加しての

レクリエーション大会が中止となった。

◎岩手

① 3月に支部会員 1社が廃業のため退会されたのが残念。

②  6 月に初めて理事会を Zoom（ジャグラ本部のアカウントを

借用）にて開催。同様に 8月・10 月も行なった（計 3回）。

◎山形

①  5 月の東北地協総会山形大会が中止になったのが大変残念。

大会準備のために支部会員が集まる機会がなくなった。

②この状況が続けば会費徴収が難しくなるのではないか。

◎宮城

① 支部会員がほとんど仙台市内なので、毎月理事会を市内にて

集まって開催している。

②話し合いをしてもイベントがなかなか出来ないので辛い。

◎福島

①支部活動は、1月 /定例会、6月 /総会書面議決にて、7月 /

　家族を含めての定例会、10月/Zoom会議での定例会を計画中。

② コロナ禍において各種補助金・助成金を活用しての県内にお

ける設備投資（機械設備・建物等）はかなりされている。

③ 来年の東北地協総会福島大会の準備を鋭意進めている。2 部

構成によるセミナーを計画中（支部会員・昨年秋田で行なわ

れた PRINT Next メンバー）。

３）各社の現状

① 各社とも他地域と同じ位売上が 30％ほど落ち込んでいるの

ではないか。売上の落ち込みだけではなく、どの地域の状況

も同じように思われる。

②学校関係の仕事が激減。

③ 各県支部会員のほとんどが雇用調整助成金や各種補助金を活

用し何とかやっている。問題は来年 1月以降で、社員の給与

の減額、数名の解雇も考えねばとの意見も有り。

４）その他

① 熊谷晴樹東北地協会長より 11 月 17 日に東北地協幹事会を

Zoom 会議にて開催する旨の報告、熊谷正司副会長・向井理

事より、本部活動と各委員会の活動報告があった。

②  Zoom での会議は、日時や場所（移動距離）にこだわりなく

開催でき、支部や地協の活性化に繋がる。東北地協では独

自に Zoom アカウントを取得した。

（報告：向井理事）

…………………　その他地域の近況報告　…………………
◎北陸地協

　コロナの影響で各県支部とも全く活動できていない。状況が

長期化すると、将来展望が望めず廃業倒産へと深刻化する会員

も出て来ると考えられる。来年１月開催予定の北陸地協総会も

開催するかどうか各県支部長と検討中。

（報告：髙橋理事 / 北陸地協会長）

◎東海地協・愛知県支部

　地協としての活動はない。愛知県支部の状況は以下の通り。

① 9月よりリアル例会を再開した。

②コロナ関連の補助金及び助成金のセミナーを実施。

③ゴルフ例会を 10 月に開催予定。

④  8 月に 2022 年開催 第 64 回ジャグラ文化典愛知大会の準備

委員会を発足。

⑤ 大会日程を 2022 年 6 月 4 日（土）、会場を名古屋観光ホテル

でジャグラ本部に上程する。

⑥大会の担当旅行代理店を東武トップツアーに決定した。

⑦実行委員会の組織案、大会テーマ、併催旅行等の検討をした。

（報告：岡本副会長 / 東海地協会長）
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購入
冊数 冊

BOOK│お│知│ら│せ│

　個人情報保護委員会（樋貝浩久委員長）では、このほど

『印刷業界の個人情報保護ガイドブック	第６版増補版─

2020 年版』を刊行しました。

×

　本書は「第 6 版」として、JIS Q 15001-2017 に対応し

た内容で 2018 年に発行したガイドブックに、「2020 年 6

月に改正された個人情報保護法の概要解説」「テレワーク

やクラウドサービス利用の注意点」等を加え、「第 6 版増

補版 2020 年版」として刊行するものです。

　具体的な改正法の概要は、①個人の権利の在り方、②事

業者の守るべき責務の在り方、③事業者による自主的な取

組を促す仕組みの在り方、④データ利活用の在り方、⑤ペ

ナルティの在り方、⑥法の域外適用・越境移転の在り方、

以上 6点です。

　主なポイントは、①個人が望まないデータの利用停止を

企業に請求できる「使わせない権利（利用停止権）の拡充」、

②匿名加工情報に加えて「仮名加工情報」を新設、③個人

関連情報の第三者提供規制の強化、④罰則の強化です。

　特に、新しく創設された「仮名加工情報」は、企業によ

るデータ利活用を後押しする制度で特定の個人を識別でき

ないよう、氏名を削除するなどしてデータを加工したもの

で、これまでの個人情報と匿名加工情報の中間に位置付け

られるものです。

　ガイドブック後半には、個人情報保護のための安全管理

措置（日印産連と共通）、事業者が参照すべき法令・国が

定める指針、その他の規範（例）、JaGra 個人情報保護ガ

申込先 Fax.03-3661-9006
所属社名

住所

氏名

Fax E-mailTel

〒

申込書にご記入のうえファクスしてください。請求書同封で本書をお送りしますの
で、代金を指定口座にお振り込みください。（振込手数料はご負担ください）

印刷業界の 個人情報保護ガイドブック 第６版増補版2020年版　頒価1800円（税・送料込）

イドラインも記載しています。

　また、エピソードとして、①仮名加工情報、② IPA が提

唱する：日常における情報セキュリティ、③テレワークに

おける情報セキュリティ対策（総務省）、④クラウドサー

ビス利用について（総務省）の解説を加えています。

　本ガイドブックは、改正法への対応はもとより、プライ

バシーマーク付与適格性審査にも活用できる内容となって

いるので、各社の個人情報保護に役立てていただけます。

　ジャグラ会員へは 1部無料で送付しますが、複数冊必要

な場合は 1800 円（税・送料込）でお頒けしますので、 

下記書式にてお申込みください。

※ジャグラＨＰからも申込み可能です

　https://www.jagra.or.jp/2020/11/05/7592/

印刷業界の 個人情報保護ガイドブック第６版増
20 2 0年版

補版
～ジャグラ会員へは 1部無料で送付します～

ジャグラ刊

Ａ
４
判 

８
８
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ー
ジ 

本
文
２
色
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り

本号同封
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　本誌では 7月号より、経済産業省が「印刷産業の取

引実態の現状を把握し、持続可能な印刷産業への方策

を探る」ためにまとめた報告書を連載しています。 

今月は「事業改善の機会」の部分から、主要なデータ

を抜粋して紹介します。

×

　報告書では本章の冒頭にサマリー（要約）が記され

ていますので、先ずそれを紹介します。

■　印刷会社の事業改善の機会（サマリー）

小ロット印刷の効率的対応や、
改善点を見つける工程可視化に課題
全社では営業・事業企画・収益管理に
改善余地がありえる

◎�課題意識（印刷関連）は、「小ロット対応」「工程見
える化」などが主

① ニーズの高まる小ロット対応は、手間がかかるため
に、機械化・自動化したいものの、案件割合が未だ
小さく、設備導入の費用負担が大きいため、対応し
がたい状況

② 工程は印刷物・仕様ごとに多様で、工程自体も複雑
なため、見える化しにくい状況

◎�課題意識（印刷外）は、「営業」「事業企画」「収益
管理」が主

①  7 割近くが「営業」に課題認識。営業専任チーム
が無い、採用・育成が難しい、受注型マインドか
らの脱却が難しい、等の状況。営業専任者を有す
企業は 5 割に留まる

② また、顧客・案件・工程ごとの収益管理、新事業企
画に際しても、それぞれ必要性は認識しているもの
の、十分には取り組めていない状況
◎�上記課題（工程把握・営業強化・収益管理など）へ
参考となる工夫事例も見られる

① 「営業」面では、異業種営業の登用や営業外業務の
削減、インセンティブ強化、リファラル受注等の取
組、また、Web 広告・自社オウンドメディアなど
新たなチャネルでのマーケティング等が見られた

② 「収益管理」面では、不採算案件・顧客の把握、原
価計算・積算確認の徹底、などが挙げられた

③ 個社事例として、原価管理の MIS 導入と勉強会を
開く企業群や、外部クリエイターと協業してサービ
ス領域を広げる取組、など参考となりうる

………………………………………………………………

………………………………………………………………

経済産業省の調査報告書より	

│図│説│	印刷産業における取引環境実態調査
第5回：事業改善の機会	

「印刷産業における取引環境実態調査」に関する報告書

　　経済産業省HPよりダウンロード可能
　　　　https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/
　　　　　　　　　contents/2019_printing_surveyreport.html

│連│載│

■　課題①

小ロット対応に手間を要するものの、それを解決するための設備投資も判断が難しい
工程可視化も関心あるが、実現できていない

●印刷工程上の課題意識（N708/MA）

印刷産業における取引環境実態調査⑤

少量多品種化による版取り替え
が増えている ■
オペレーション管理・工程管理
が不十分で、ムダや非効率が見
えにくい

■

381（54％）

246（35％）

手動作業であり、人手が不足 
する中で自動化の余地がある ■230（32％）

手動作業であり、短納期に対応
するために自動化の余地がある■210（30％）

上流工程に起因する作業が増え
ており、上流対応のためのノウ
ハウが必要である

■ 117（17％）

データ形式がバラバラのため 
手間が生じる（設備メーカーに
よる違い等）

■ 101（14％）

その他 24（ 3％）

工程上で従業員の手待ちが発生
している ■225（32％）

■その他（自由記述コメント）

◎小ロット用の設備投資を決めにくい

　→多品種の少量生産が生産性を押し下げている

　→ロットが小さいため、機械化もためらわれる

　→ 新規設備、設備更新、どちらにしても資金がなく、融資は

受けられるものの、売上減によって返済能力がなく足踏み

状態である

　→今後の動向が読みにくく、設備投資しにくい

◎工程が多様かつ多岐に渡るために管理しにくい

　→常に規格外の生産となるため、工程管理がしにくい

　→ 工程管理がシステム化されておらず、個々のスキルに頼り

がち

■　課題②

課題意識ある工程は「営業」「企画・事業戦略検討」「収益管理」が主
特に7割近くは「営業」に課題意識あり

●印物工程外での課題意識（N732/MA）

入稿●

データ整形●

製版●

刷版●

製本加工●

158（22％）

204（28％）

57（ 8％）

99（14％）

223（30％）

営業●

見積り●

発送●

物流●

請求処理●

印刷データ管理●

493（67％）※

56（ 8％）

112（15％）

84（11％）

220（30％）

110（15％）

企画・事業戦略検討●

オペレーション全体管理●

収益管理●

その他●

321（44％）

6（ 1％）

248（34％）

217（30％）

印刷前後の工程 共通業務 全社管理

※「営業」の自由記述コメント

　→ 一昔前には時間が足りない程の仕事があったが、この時代になっても、なお昔と変わらない意識な

ので「受け身」のままで責任を持たない者が多くなった

　→営業の平均年齢が 50 歳超で変化が難しい

　→営業職が無い　また採用および人材育成も難航

　→昔ながらの営業方法で受注している　Web を使ったマーケティングや事業戦略、営業戦略がない

■
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│連│載│

■　工夫①

実際、営業専任者を有す企業は回答者の中でも半分ほどに留まる

●案件獲得に向けた工夫（N549/MA）

■その他の工夫（自由記述コメント）

◎地域密着での案件獲得

　→地域の活動に積極的に参加している

　→地域団体との共同事業

　→道の駅、小売店と契約。OEM 商品を置かせてもらっている

　→受注日に納品する工夫。地域に根ざした経営方針

◎リファラル（紹介・推薦）受注

　→関連業者からの紹介

　→各種団体、組合への積極的参加

　→商工会議所、製本組合に入会している

　→同業、広告代理店、材料屋、取引金融機関の紹介

◎一方、案件獲得面で工夫は難しいと答える企業も

　→下請のため、親会社が受注しないと仕事が回ってこない

　→親会社の専任チームに協力を依頼している

提案を行う役割を持つ専任の 
組織を置いている

提案を行う役割を持つ専任の 
担当者を置いている

■131（24％）

■274（50％）

オンラインで のマー ケ ティング 
活動に注力している（Web広告等）■122（22％）

印刷通販等のプラットフォーム
に登録している ■ 23（ 4％）

需要地（東京・大阪・埼玉・愛
知）に本社・営業所を置いている ■ 181（33％）

その他 ■ 52（ 9％）

オフラインでのマーケティング 
活動に注力している（展示会等）■76（14％）

■　工夫②

工夫面では、コスト削減と受注量・単価増の取組は多く挙げられ
前述の課題の解決に資する工夫も含まれる

●工夫例の挙げられたカテゴリ（N426/MA） ●具体的な工夫例（N=426/自由記述）

■コスト削減の工夫

◎工程改善
　→製造工程の見直し、簡素化
◎外注コストの削減
　→ 3 社以上の見積りをとる
　→県外の外注先を開拓する

◎原材料費の削減
　→共同仕入れ、仕入先の選定
※収益状況のモニタリング
　→ 各社月次の採算ベース検出、利益を

生む商品の確認
　→コストの見える化、MIS 導入

コスト削減 ■
受注量増 ■

253（59％）

237（56％）

受注単価向上 ■233（55％）

稼働の平準化 ■151（35％）

その他収益改善 ■133（31％）

工程・サービス拡大■157（37％）

■受注量増の工夫

◎ニーズ対応
　→オフセットからオンデマンドへ
　→前後工程を含む提案
※マーケティング・チャネル改善
　→ セミナー、展示会、オウンドメディ

ア、Web 広告

※営業の強化
　→営業員の営業外業務削減
　→他業種の営業 OB を顧問化
※リファラル受注
　→ 同業、広告代理店、材料屋、取引金

融機関の紹介

■単価向上の工夫

※顧客／案件／単価の管理
　→赤字受注・案件の見直し
　→全積算の管理職チェック
　→見積り時と実際の原価管理
　→採算の悪い取引きの打ち切り

◎高付加価値化
　→企画含、前後工程の受注
◎値上げ交渉
　→原材料の値上げを説明
　→値引き要請の断り
　→リピートの単価見直し

※ 課題意識　「営業」「収益管理」等に係る取組

本誌1月号 新年名刺広告大募集 申込締切12.11金

【申込み先】　一般社団法人�日本グラフィックサービス工業会　名刺広告係（酒井）
〒103-0001　東京都中央区日本橋小伝馬町7-16　tel.03-3667-2271　fax.03-3661-9006

※版下データはメール添付にて　edit@jagra.or.jp　宛お送りください

広告原稿はこちらに　
ご記入ください➡

上記、標準パターンで申し込む場合は、
右枠内に原稿をご記入ください。

連名、本店 /支店、Web、ロゴ使用等、
独自デザインをご希望の場合、

完全版下データをご支給ください。
（PDFデータでお願いします）

担当
者名

社名

住所

Fax

体裁

E-mailTel

〒

フリガナ フリガナ

「グラフィックサービス」新春名刺広告申込書 　申込日 2020 年　　月　　日

□前年通り（既出稿者）  ➡修正ある場合は前回版下に赤字を入れ、貼付してください
□標準パターンで OK（新規出稿） ➡新規申込みの場合は、下記枠内に原稿をご記入ください
□版下データ支給（独自デザイン） ➡本申込書とデータをメール添付にてお送りください

□1コマ
□2コマ

標
準
パ
タ
ー
ン
見
本

87

グラフィックサービス㈱

　代表取締役社長　日 本 太 郎

● 〒103-0001
● 東京都中央区日本橋小伝馬町7-16●ニッケイビル7階
● TEL●03（3667）2271　FAX●03（3661）9006

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長　

日 

本 

太 

郎

●

〒
１
０
３-

０
０
０
１

●

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
小
伝
馬
町
７
の
１
６●

ニ
ッ
ケ
イ
ビ
ル
７
階

●

Ｔ
Ｅ
Ｌ●

０
３
（
３
６
６
７
）
２
２
７
１

Ｆ
Ａ
Ｘ●

０
３
（
３
６
６
１
）
９
０
０
６

8,800

14,300

5,500

11,000

また
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Notice

Emotet

　お知らせ　

JIPDEC が
注意喚起マルウェアEmotetにご注意を！
身に覚えのないメールの添付ファイルは開かないで！

　プライバシーマークを運営する一般財団法人日本情報経済社

会推進協会（略称 JIPDEC）より、マルウェア Emotet（エモテッ

ト）の感染に注意するよう喚起がありました。

×

　マルウェア (malware) とは、コンピュータウイルスやワー

ムなど、不正かつ有害に動作させる意図で作成された悪意のあ

るソフトウェアや悪質なコードの総称。Emotet は 2019 年頃よ

りマイクロソフトの Word や Excel のファイルを添付したメー

ルとして確認されていましたが、今年７月以降、急増している

との報告があり、今回の注意喚起にいたったものです。

　感染防止対策は下記の通り。

① 身に覚えのないメールの添付ファイルは開かない。メール本

文中の URL リンクはクリックしない。

② 自分が送信したメールへの返信に見えるメールであっても、

不自然な点があれば添付ファイルは開かない。

③  OS やアプリケーション、セキュリティソフトを常に最新の

状態にする

④ 信頼できないメールに添付された Word 文書や Excel ファイ

ルを開いた時に、マクロやセキュリティに関する警告が表示

された場合、「マクロを有効にする」「コンテンツの有効化」

というボタンはクリックしない。

⑤ メールや文書ファイルの閲覧中、身に覚えのない警告ウイン

ドウが表示された際、その警告の意味が分からない場合は、

操作を中断する。

⑥ 身に覚えのないメールや添付ファイルを開いてしまった場合

は、すぐにシステム管理部門等へ連絡する。

　詳細は JIPDEC の HP を参照してください。また、JPCERT/CC、

IPA でも注意喚起や情報提供が行われております。

◎ JIPDEC　（一財）日本情報経済社会推進協会

  https://privacymark.jp/

　　news/system/2020/1016.html

◎ 	JPCEART/CC　

　（一社）PCEART コーディネーションセンター

  https://www.jpcert.or.jp/

　　newsflash/2020090401.html

◎ IPA　（独）情報処理推進機構

  https://www.ipa.go.jp/

　　security/announce/20191202.html

　㈱ホリゾン（以下、ホリゾン）と㈱ SCREEN グラフィックソ

リューションズ（以下、SCREEN	 GA）は、印刷工場のさらなる

スマートファクトリー化を実現するために、AI を活用したソ

リューションを共同で開発することに合意しました。

×

　近年、印刷物の多品種・小ロット・短納期要求が高まり、印

刷・製本工程の効率化や稼働率向上が課題になっています。一

方、生産現場では、装置や設置環境に起因するもの、印刷デー

タ・オペレーターのスキルによるものなど、多様なトラブルが

発生し、生産効率化の妨げとなっています。また、トラブル解

決や生産性向上を解決する現場スタッフの高齢化や後継者育成

も課題のひとつとなっています。このような背景もあり、両社

はデジタル印刷機と後加工機のノウハウを学習し、オペレー

ションを最適化する AI エンジンの開発に向けて合意したもの。

　両社は今後、デジタル印刷によるスマートファクトリーの実

現に向けたさまざまなソリューションを提供していくととも

に、印刷工程と後加工工程を統合的に捉えた視点から技術開発

を行っていくことで、より印刷業界に求められるサービスを提

供するとしています。

● ホリゾンショールーム「Horizon Innovation Park（次頁広

告）」に SCREEN GA 製ロール式高速モノクロインクジェット

印刷機「Truepress Jet520HD mono」を世界初展示！

　ショールームでは Hunkeler 社の前後装置およびホリゾンの

「Smart Binding System」とインライン接続し、多品種・小ロッ

トの無線綴じ書籍のオンデマンド生産を体現できます。

VendorNews
会員・賛助会員の製品情報・プレスリリースを中心に

企・業・情・報

ホリゾンと SCREEN
印刷工場のスマートファクトリー化に向けた、A

SCREEN社プレスリリースより

I ソリューションの共同開発に合意

Horizon Innovation Park に展示される無線綴じ書籍のオンデマンド 

生産ライン　右端のマシンが SCREEN GA 製 Truepress Jet520HD mono

www.horizon.co.jp

〒101-0031　東京都千代田区東神田2-4-5 東神田堀商ビル5F　TEL. 03（3863）5361（代） FAX. 03（3863）5360
〒132-8562　東京都江戸川区松江5丁目10-9　TEL. 03（3652）7631（代） FAX. 03（3652）8083
〒601-8206　京都市南区久世大藪町510　TEL. 075（933）3060（代） FAX. 075（933）4025
〒813-0034　福岡市東区多の津4-12-17　TEL. 092（626）8111（代） FAX. 092（626）8112

本 社
東 京 支 社
京 都 支 社
福岡営業所

　株式会社ホリゾンは、滋賀県高島市にある本社びわこ工場内
に、印刷・製本工場のスマートファクトリー化を具現化する
Horizon Innovation Park を、2020 年 10 月 28 日にグラン
ドオープンしました。
　技術開発と、情報発信拠点となる Horizon Innovation Park
は、ショールーム、トレーニングルーム、セミナールーム、検
証センター、動画配信スタジオ、飲食スペース、PRINT LAB.
などの設備を有する地上２階建て延べ 10,000 ㎡の施設です。
　ワークフローオートメーションと、フィジカルオートメーショ
ンの融合をコンセプトにした 1,500 ㎡の展示面積をもつショー
ルームでは、パートナー企業と連携し上流システムから印刷、
後加工、デリバリーまでの工程を自動化、省力化する印刷製造
ラインをご紹介します。　
　PRINT LAB. では、協働ロボットと連動した無線綴じ製本シ
ステムでホリゾン製品のマニュアルを生産している現場を見学
していただくことが出来ます。工程管理支援システムと、生産
管理システムが連動した最新のワークフローをご覧ください。

　Horizon Innovation Park は、世界中のお客様や、パートナー
企業の皆様がダイレクトにコミュニケーションを行う場とし
て、また、ポストプレスにフォーカスすることで得た気付きを
検証する場としてお客様のビジネスの発展に寄与していきま
す。

株式会社ホリゾン 本社びわこ工場 ショールーム（Horizon Innovation Park)
〒520-1501 滋賀県高島市新旭町旭 1600

10/28水 グランドオープン
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年会費2万円で

法 律 相 談

何かと相談事・悩み事の多い時代を迎えています。特に最近は経営上の係争が多く発生しています
が、このような問題に直面したとき、気軽に相談できて、アドバイスをもらえる「顧問弁護士」が
身近にいればなにかと心強いものです。しかし顧問弁護士料は普通最低でも 50 万円以上（年額）
かかるといわれており、中小企業にとってその費用捻出は非常に困難です。
法律相談ネットワーク「グラフィックス法親会」は、「会費制によって、いつでも相談にのって 
いただける身近な顧問弁護士を持とう」というジャグラ会員有志のグループです。担当弁護士は、
印刷業界に造詣が深く、これまでも様々なご相談に対応していただいております。経営の難しい
時代、身近な法律相談ネットワークとして、出来るだけ多くの仲間に参加していただき、この会を 
育てていきたい所存であります。つきましては入会のご案内を申し上げる次第です。皆様のご参加
をお待ちしております。

法親会・会長　添田隆男（㈱サンライズ/ジャグラ18 代会長）

	 法律相談ネットワーク
「グラフィックス法

ほ う し ん か い

親会」のご案内
皆で入ろう、困った時のために！　いつでも気軽に相談できる、皆の法律専門家！

●�専　　任� 山本正 /岡田尚人�弁護士※
●�会　　費� 20,000円 /年（税別）�
	 　※年度途中入会は月割換算（年度末 12/31）
●�会員特典� ①�無料相談（随時）
	 　※	遠方の場合は電話・ファクスで対応
� ②�情報交換会（適時開催）

入会申込書 申込日 20　　年　　月　　日

社名 氏名

住所

Fax E-MailTel

〒

フリガナ フリガナ

fax.03-3661-9006

個
人
情
報
保
護

の
覚
書
っ
て
、

ど
う
書
く
の
？

●�事務代行�（入会申込先・問い合わせ先）
　�一般社団法人日本グラフィックサービス工業会・事務局
　�東京都中央区日本橋小伝馬町7-16　〒103-0001
　�電　　話03-3667-2271
　�ファクス03-3661-9006

法律相談ネットワーク「グラフィックス法親会」の概要

取
引
先
と
の

ト
ラ
ブ
ル
を
、

解
決
し
た
い
！

基
本
契
約
書
の

内
容
チ
ェ
ッ
ク

ど
う
し
よ
う
？

専
任
弁
護
士
を

雇
う
余
裕
は

無
い
し
な
ぁ
‥

※前担当の今西一男弁護士ご逝去のため、担当弁護士が山本 / 岡田両弁護士に変更となりました

Kichijoji

Mitaka

Shimotakaido

Seibu shinjuku line

Seibu ikebukuro line

Keio lin
e

Inokashira line

Odakyu line

Tokyu Setagaya line

Seibu ikebukuro line

TOKYO QUALITY.
す べ て の S P コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン に 最 良 の 品 質 を 。

東京リスマチック株式会社
なんでも相談窓口

平日（月～金）9：00～17：00 E-mail : support@lithmatic.co.jp
プリントデスク 0120-269-132

http://www.lithmatic.net



業・界・の・動・き
ジャグラ関連│日印産連│印刷業界全般│行政情報etc.

その他

企画展「ガリ版の道具たち展」開催中

ガリ版伝承館（滋賀）12.6 まで

　滋賀のガリ版伝承館は毎年この時期にイベントを企画し

ていますが、今年は「ガリ版の道具たち展」を12月 6

日まで開催中です（入館無料、月火休館）。

×

　ガリ版伝承館は、謄写版を開発した堀井新治郎生家を堀

井家が地元自治体に寄附したことを契機に平成 10 年に開

館したもの。滋賀県支部・サンライズ出版㈱の岩根社長も

協力しています。

　今回の企画展ではシンポジウム（基調講演は『ガリ版文

化史』の著者・田村紀雄東京経済大学名誉教授）や体験講

座が開催されますが、山形県支部の後藤卓也支部長（中央

印刷㈱）と本誌に「版画と謄写とこれから」を連載中の版

画家・神㟢智子さんの活動紹介も行われます。

ジャグラ

中村会長に藍綬褒章

（令和 2年秋褒章）

　中村耀会長（本名：中村良一 /NS印刷製本㈱ ) が、令

和２年秋褒章にて藍綬褒章を受章しました。

×

　中村会長はジャグラの理事・

常任理事・副会長・会長を歴任。

この間、ジャグラが関東複写セ

ンター協同組合と合併する、こ

れまでにない他団体との業務提

携を実現しました。また、ＯＢ

ネットワーク組織「JaGra マス

ターズクラブ」を発足させるため、準備委員会を立ち上げ、

企画の構想から設立までを主導。さらに POD 機のビジネ

スモデル研究を行う POD 研究部会を創設し、POD 機に

よる新商品の開発など業界の売上げ増加に貢献。その他、

ジャグラ会長として業界の活性化に尽力しています。

　NS 印刷製本㈱（東京・新宿）は父親が創業した会社で、

氏は 2 代目。創業当時は紙卸業と製本業を行っていまし

たが、昭和 52 年に大手取引先の要望で梱包、配送業務を

担う㈱ユニバーサル梱包を創業。氏は幅広い顧客ニーズに

応え、新規顧客の獲得に向けて、生産部門の強化に取り組

み、企画デザイン、印刷、製本、梱包、発送までの一貫体

制を構築しました。

────────────────────────────

会員の異動

●新入会員
 ◎㈱コトブキ（東京・城東）　 渡瀬　錦二

 〒130-0004　墨田区本所 2-9-3
Tel 03-3625-9224  Fax 03-3625-5139
URL http://www.i-kotobuki.co.jp

────────────────────────────

■主な経歴

昭和 17 年 10 月 24 日生まれ

昭和 40 年 ３月 31 日　学習院大学 法学部政治学科 卒業

■民間団体歴

平成 15 年 ４月 １日～平成 22 年３月 31 日　東グラ 理事

平成 22 年 ４月 １日～平成 26 年３月 31 日　同上 副会長

平成 26 年 ６月 26 日～平成 28 年３月 31 日　同上 会長

平成 18 年 ９月 ８日～平成 20 年９月 ８日　ジャグラ理事

平成 20 年 ９月 ９日～平成 26 年３月 31 日　同上 常任理事

平成 26 年 ４月 １日～平成 26 年６月 ７日　同上 常任理事

平成 26 年 ６月 ８日～平成 28 年６月 24 日　同上 副会長

平成 28 年 ６月 25 日～現在　同上 会長

■主な賞罰

平成 19 年 11 月 ６日　東京都新宿区区長賞 (地域貢献 )

平成 20 年 ９月 17 日　印刷振興賞（日印産連）

平成 25 年 10 月 ９日　東京都中小企業団体中央会会長表彰

平成 27 年 11 月 16 日　四谷税務署長感謝状（納税優良企業）

平成 28 年 10 月 １日　東京都知事表彰（産業功労）

令和元年 ９月 13 日　印刷功労賞（日印産連）

8.24 経営技術研究委員会（第 2回）

１．委員会活動について

１）働き方改革モデル企業、取材先ほかの検討

　西日本ブロック 6社、中日本ブロック 1社、北日本ブロック

6社の候補を示して検討。また、ヒアリング項目を検討した。

【主な意見】

◎ 厚生労働省の「スタートアップ労働条件」は参考になる。

◎ クレーマー労働者（退職してから訴訟を起こすなど）が問題

となっている。

【決定事項】

→中日本ブロックはあと 1 ～ 2 社候補を追加する。

→次回委員会でヒアリング項目を決定する。

●出席

委員長：向井一澄　　副会長：宮﨑真

委　員：渡辺辰美、熊谷晴樹、稲本創、安達睦男

8.25 マーケティング委員会（第 2回）

１．委員会活動について

１）元気な会社の定義付けと取材先ほかの検討

　前期より「元気な会社へのヒアリング」を行っており、今期

も継続するが、そもそも「元気な会社とはどういう会社か」、

摺り合わせを行った。また、取材先候補 40 社余について推薦

理由を各委員が発表。ヒアリング項目についても検討した。

【主な意見】

◎ 元気な会社とは、新しいことにチャレンジしている、活気が

ある、さらに儲かっていればベストというイメージ。（山本）

◎ 元気な会社は、社内に活気があり、現場スタッフが活き活き

している、印刷機が稼働しているなど、訪問した際の雰囲気

で判断している。（田治）

◎ 印刷会社としてのスキルを使って印刷以外の分野にチャレン

ジしている会社や、新しいサービスを展開している会社を取

材先のターゲットとしたい。（齋藤）

◎ 展示会に出展するなど、新たな取り組みをしている面白い会

社を取材先としてピックアップした。（萩原）

◎ コロナ禍で元気な会社を見つけるのは非常に難しい。そのな

かで売上を上げている会社として注目しているのがラクスル

である。ラクスルは新しい発想で自らは印刷機を持たない印

刷会社として事業を展開、現在は「ハコベル」という新たな

物流事業を行っている。（吉澤）

◎ 元気な会社とは、売上が上がっていることで人材育成をし、

付加価値を高めている会社。（吉澤）

◎ コロナ禍でも売上げを上げている会社を分析すると、テイク

アウトニーズに応えたパッケージ制作を行っていた。（吉澤）

【決定事項】

→ 次回までに取材先候補について、地域、社員数、推薦理由を

まとめる。また、ヒアリング項目をさらに深掘りする質問を

考えることにした。

●出席

委員長：齋藤秀勝

副会長：岡本泰

委　員：萩原直基、吉澤和江、田治宏敬、山本康彦

8.27 生産性向上委員会（第 2回）

１．委員会活動について

１） テーマの検討

　「自社のいま見えていない 1 番の点を見える化する為に、何

が必要で、具体的にどう取り組むか」をテーマに、

① 現状自社で一番見えていない点は何か？

② その見えていない点を解決する為に、どの様な考え方やツー

ルが必要か？

③その見えていない点に具体的にどの様にアプローチするか？

以上 3 点について、瀬尾副委員長が自社の管理会計事例も含

めて発表。その後、出席者による発表、意見交換があった。

【主な意見】

◎ 納期・スケジュール管理を強化したい。そのために制作時間

がどれだけかかっているかデータを取る必要がある。

◎ 営業の動き、制作時間、印刷機の稼働率が見えづらい。キン

トーンを導入したことにより、生産性向上に効果が出てきた。

◎ 利益管理のシステムを導入しており、今後について検討中。

【決定事項】

→ 自社でまだできていないことを 1 つ抜き出し、改善に向け

た取り組みを委員会の課題とし、定期的に活動報告する。

●出席

委員長：稲満信祐

副委員長：瀬尾淳

副会長：宮﨑真

委　員：岸徹、熊谷健司、笹井靖夫、黒沢武志

その他：イナミツ印刷・半田（オブザーバー）

　議事録抄録　

理事会＆委員会通信 ジャグラの活動報告です
──経営技術研究委員会/マーケティング委員会/生産性向上委員会 議事録より
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　クレームの案件は 2013 年 1 月に受注し、納品は同

年 5 月末の商品で、仕様は四六判 250 ページ 300 冊、

本文モノクロのソフトカバーのエッセイでした。お客

様は奈良県在住の当時 77 歳の主婦の方で、データは

パソコンに長けたご主人が作成し、ご入稿頂いたと記

憶しています。クレーム発生当日は、普段どおり一般

の印刷物の外回りの営業中に、会社から電話が入り、

折り返しお客様へ電話をしました。クレーム内容は落

丁でした。

　お客様が怒っておらず、大変穏やかに対応していた

だいたのは幸いでしたが、私のほうは大変混乱してし

まいました。普段の仕事なら、すぐに回収・検品をし

て、やり直しという流れになりますが、本案件は県外

の遠方で、宅配便 5箱でお送りしたものでした。自費

出版でのクレームは初めてというのも心理的に大きく

影響しました。

　一般の印刷物と自費出版の大きな違いの 1つは、そ

の冊子・本に対する作り手の想い、読んでもらいたい

という気持ちだと感じています。普段の一般印刷の仕

事で、商品にそこまでの想いを感じることは稀です。

著者が長年したためたものを 1冊の本にするという想

いは格別です。自分の本を出すことは、稀なケースを

除けば、ほぼ一生に一度の体験です。この想いの強さ

をひしひしと感じていた中でのクレームでしたので、

「やってしまった」と一般の印刷物の仕事より強く感

じてしまったのは、致し方なかったと思います。

　クレーム当日は、もちろん社長に相談し、お送りし

た全品を着払いで送り返してもらい、全品検品し、落

丁本はお取替えするという対応でお客様にもご納得頂

きました。ただ、クレームの対応の電話をしている最

中、心中では奈良県までお詫びを兼ねて回収か、やり

直したものを納品に伺うのかな、という考えも頭の片

隅にはあり、これが自費出版の仕事の怖さだと改めて

痛感しました。その時はたまたま運が良かったのです

が、もしかしたら大事になっていたかと思うと肝を冷

やす思いでした。

　そしてその後、同じ年の 7月、一粒社で初めて書店

流通の仕事を受注することとなりました。

■　初めての書店流通

　この方は隣の静岡県の在住の男性の方で、出版当時

71 歳。かつては日本でも名の知れた大手企業の副社

長までされた方でした。内容は男の料理本ということ

で、わざわざご夫婦でご来社頂き、お打ち合わせをさ

せて頂きました。仕様は、A5 判 100 ページ程のフル

カラー、ソフトカバー付、400 部です。

　原稿はテキストデータで頂けましたが、今回、大き

な問題となったのが、一般の方が撮影された写真、そ

れも料理の写真ということでした。記録のために撮り

ためていた写真から寄せ集めるため、ものによっては

撮影時の光が弱く、印刷するには明度・彩度も乏しく

美味しそうには見えない写真もありました。俗にいう

シズル感がない状態です。これが普段の案件でしたら、

実際に校正を何度もお持ちして、膝と膝を突き合わせ

て面談し、色の調整を行えるのですが、本件は遠方で

したので、校正のやり取りは基本郵送になります。ま

た、色の指示も直接打ち合わせをするよりも、ニュア

ンスがはるかに伝わりにくく、これに大変苦労をしま

した。ただ、運が良かったのは、著者があまり細かな

ことを気にされない方だったということです。これが

細部にまで色にこだわる方でしたら、大変だったと思

います。

　前述した通り、著者は名だたる企業で副社長までさ

初
め
て
担
当
し
た
自
費
出
版
物

岡
崎
シ
ロ 

著
『
自
転
車
の
返
っ
て
き
た
日
に
。』

　プライベート出版という域を超え、昨今では社会 

問題など幅広いカテゴリーをカバーしている「自費 

出版物」。ジャグラ会員の「自費出版」への取り組み

を紹介する連載の第 3回目は、愛知県の㈲一粒社さん

にご寄稿いただきました。同社のオンデマンド自費出

版物は、ジャグラ作品展・出版印刷物部門で経済産業

大臣賞を受賞（平成 28 年度）するなど、その高い印

刷品質にも定評のある会員企業です。

×

■　一般印刷と自費出版

　弊社では 30 年ほど前より、現会長（当時社長）の

都築延男が、一般印刷物の中の 1つとして自費出版を

手掛け始めました。20 年程前、入社間もない私個人

の社内での自費出版の捉え方は、大学の先生方の教科

書と自分史のような自費出版もあまり区別なく、大き

な括りでブックカバーを付け、ISBN を付ける案件と

いう程度の認識でした。

　私が自費出版の業務に携わったのは、2011 年の終

わりだったと記憶しています。この年は皆さんもよく

ご存じのとおり、東日本大震災があり、被災地より遠

く離れた愛知県では、物資や計画停電等で困ることは

ありませんでしたが、リーマンショックに続き、経済

面の影響が大きくでた年でした。特に愛知県ではトヨ

タ自動車とその関連会社の影響が大きく、震災で自動

車の製造が落ち込みストップしたため、各関連会社に

も大きく波及し、その余波が印刷会社にもおとずれ、

当然、弊社の売上げも厳しいものとなっていました。

　そうした中、地域に関係なく仕事につながるイン

ターネットを使った自費出版に目を向けることにな

り、元々自費出版を担当していた現会長に私が加わり、

二人で自費出版の仕事をやり始めました。主に、電話

での対応は会長、メールでの問い合わせは私が担当と

し、今もその大きな構成に違いはありません。そして

現在、弊社で「自費出版アドバイザー」の資格を取得

したのは、会長、私を含め 4人おり、それぞれが一般

の印刷物の案件を抱えながら、自費出版にも対応して

おります。目標は自費出版のみに特化した部門の設立

ですが、その道のりは今なお遠く、一人の専任も置く

ことができない、厳しい状況が今後も続きそうです。

■　印刷と出版

　自費出版に携わり始めた当初、出版という名前がつ

くと一般の印刷物とは少し違い、複雑な工程を要する

かのように感じていましたが、日頃より、とりわけ冊

子を手掛けることが多いジャグラ会員の皆様はよくご

存じだと思いますが、冊子というのは印刷物のなかで

も、元々決めることが多く、見積りもチラシのように、

デザイン代と印刷代という形でスッキリと出せるもの

ではありません。

　表紙・本文の紙、それぞれの刷り色・製本方法等多

様にあります。そういった中で、そこまで抵抗感なく

自費出版に携われたのは、冊子の延長線上に自費出版

をとらえた軽印刷業の営業ならではの感覚だったのか

もしれません。それでもブックカバーや見返し、ISBN

と JAN コードなど自費出版を始めて、改めて覚えてい

かなければいけないものも多くありました。また、ア

マゾンでの販売も始めたため、在庫管理からお金の流

れまで、気を使わなければいけない新たな業務にも当

初は不安を覚えていました。そうした中、自費出版で

の初めての大きなクレームが出てしまいました。

■　初めての大きなクレーム

　ネットで受注するということは、その案件のほとん

どは県外からの仕事となります。その対応の仕方も地

元の会社との取引における対応と違ってきます。

　連　載

我が社の自費出版事情
第3回：㈲一粒社（愛知県半田市）https://www.1tsubu.com/

同社・営業部　絹　川　周　作

協力：NPO 法人 日本自費出版ネットワーク
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㈲一粒社（愛知県半田市）の事例
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Notice│お│知│ら│せ│

Adobe Flash Player のサポートが今年いっぱいで終了
― Flash を使用しているウェブサイトは早急に移行を進めてください ―

Adobe Flash

● Flash の代替

Flash の移行にあたって、代替手段として考えられる技術

に「HTML5」や「JavaScirpt」が挙げられます。HTML5 は、

W3C から 2014 年に正式勧告された HTML 規格で、ウェ

ブ上で利用されるビデオや音声情報をプラグイン不要で再

生可能とします。JavaScript はウェブページに動的な要

素を追加するために使用されるプログラミング言語で、イ

ンタラクティブコンテンツや、アニメーション効果などが

作成可能となります。

Flash を HTML5、JavaScirpt で再現するには、専門知識

が必要ですので、自社での対応が難しいと判断される場合、

専門業者へご相談いただくことをおすすめします。

アドビ社より、本年 12 月 31 日をもって Flash Player

の配布と更新を終了することがアナウンスされました。

×

Flash のサポート終了を受け、Microsoft Edge、Google 

Chrome 等、各ウェブブラウザ―も対応を発表し、12 月

31 日以降は Flash をデフォルトで無効化するとしていま

す。Flash の脆弱性を突いた攻撃に対応するセキュリティ

アップデートも配布されなくなるため、期間を過ぎても

Flash を使用したウェブサイトを公開し続けた場合、サイ

ト運営者は信用を失墜させる危険性があります。自社サイ

トにて Flash を使用している場合は、年末までに Flash を

取り除くよう、早急に移行の準備を進めてください。

再掲

だ時にも手に取ってもらいやすいし、お知り合いの方

の目にも止まりやすいので、ぜひ掲載しませんか、と

いった提案をしましたが、著者の方が頑なに拒ばまれ、

結果、奥付のページ上の著者略歴さえも、お名前以外

生年月日と現在のお住まいのみの掲載となりました。

大変な謙虚な方でしたので、まさにその人柄が表れた

エピソードなのですが、帯文の宣伝文でご経歴を掲載

できていれば、少しでも売上げが上がっていたのでは

ないかと悔やまれます。

　現在でも多くはありませんが、書店流通をご依頼さ

れるケースはあり、中には数百冊と売れるものもあり

ます。弊社の中ではそれでベストセラーです。1000

冊を超えて販売したことは正直ありません。ですので、

弊社では書店流通をご希望される方には、某大手の自

費出版のうたい文句とは真逆のことをお伝えしていま

す。「本売れませんよ」と。

■　最後に

　今回、機関誌の原稿依頼を受けて、自分の中で過去

に携わった自費出版について、思いがけず思い起こす

こととなりました。ご来社頂き実際にお会いした方は

もちろん、お写真でしかお顔を拝見していない方、お

顔さえ拝見していない方と様々ですが、皆さんお元気

にしていらっしゃるだろうかと、とても懐かしい気持

ちになりました。

　一度もお会いすることなく納品までこぎつける、今

となっては当たり前のようにこなしている自費出版で

すが、当初は不安しかありませんでした。一番の心配

は校正やその他もろもろのやり取りの最中での齟齬が

おこらないかということでした。メールと電話だけで

対応していく難しさがそこにはあります。ただ、こち

らの対応に信頼を頂くと、一般の仕事以上に痛快なほ

どにやり取りがスムーズに進むこともあります。中に

は納品後、返礼でご当地の銘菓をお送り頂くこともあ

ります。そして一般の仕事以上に、個人と個人の絆が

強くなるため、感謝のお言葉を頂くことが圧倒的に多

くなります。これが自費出版の一番のやりがいだと感

じております。そしてそれは何より私自身を豊かにし

てくれると感じております。

　最後に、自費出版をやり始め、一般の仕事にも大き

く影響がありました。自費出版をやったことで、対面

でのお客様とのやり取りの難易度のハードルがかなり

下がりました。そのため新規の面談でも、あまり緊張

も物怖じもせず、話ができるようになりました。また、

電話での言葉使い、メールの文章も気を遣うようにな

り、手前みそではありますが、そのスキルは格段に上

がったと感じております。今回寄稿させてもらう機会

を頂き、改めて自費出版に育ててもらったなぁと、と

ても感謝しております。

れた方でしたが、物腰も柔らかく温和な方で、私たち

以上に、本を作る・出版という不慣れな作業にも柔軟

に対応して下さいました。「今回、私たちとしても初

めての書店流通になります」というお話をしても、快

く信頼下さり、お任せを頂きました。

　書店流通ということで、スリップを弊社で初めて作

ることになりました。今まで自分が書店で本を購入し

ても、何の意味かも分からず、また中にはコンビニな

どで本を買うと、スリップが抜き取られず、そのまま

本に挟まった状態で本を読み始め、煩わしい思いをし

たあのスリップを作成する──「書店流通するんだ

なぁ」という実感がわいた瞬間でした。

　書店で手に取ってもらうために、初めて帯をつけた

のもこちらの本でした。これ以来、私が担当する自費

出版で帯をつけるものは、すべて私が本を読んで自ら

コピー文を作成し、ご提案するようにしています。そ

の理由は、帯は何といっても目を引くコピーが重要で、

目的は宣伝です。それを著者ご自身で書くことは、自

分を褒めたたえる作業になり、照れくさいのではない

かと感じたのと、これも大きな括りでは出版に携わる

仕事の愉しみの 1つだと感じたからです。

　世の中で流通している書籍の帯の文章は、有名人が

推薦文を書いているものも多く、それだけで箔が付き、

充分な宣伝効果を得られます。一方で自費出版ではそ

ういった方法での宣伝は打つことができません。それ

なら、この本の最初の読者である私が、また担当者と

してお客様に寄り添うという意味でも、自分が著者の

思いをくみとり、本の宣伝文とともに、著者の一番伝

えたいものを帯文としてまとめようと考えました。自

費出版は読んで字のごとく、自費で本を制作します。

さらに書店流通ともなれば、その分も自費での負担と

なるため、当然費用も高額になります。しかし裏をか

えせば、それほど伝えたい残したい何かがあるという

ことです。それをすくい取ることが出来ればと思って

今も帯文を書いています。

　こうして初回の打ち合わせと、その後の郵送と電話

での校正のやり取りの末、ようやく本が完成しました。

著者の希望は主に地元の書店において欲しい、という

ことでした。この本の制作部数は 400 冊です。商業出

版の書店流通としては、あまりにも少なく感じますが、

自費出版の書店流通としては、多いか少ないか、全く

わからず手探りの状態でした。ただ、というかやはり

というか、いざフタを開けてみると、結果は惨憺たる

ものとなりました。著者とそれ以上に私たちが「紙の

本が売れない」という世間の出版状況は十分にわかっ

ており、自費出版ならなおのこと売れないと理解して

いながらも、抱いていた淡い期待はもろくも崩れ去り

ました。

　ただ一点心残りだったのは、著者のご希望によって、

帯文や奥付にご自身のご経歴を著書に一切掲載しな

かったことです。私としては、帯や経歴に企業のお名

前や元副社長という肩書を前面に出せば、書店で並ん
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平成 28 年度ジャグラ作品展 出版印刷物部門で経済産業大臣賞を受賞した 小林良生 著『北アルプス 魅せられた山々』

ＰＯＤでオフセット印刷と見紛うほどの品質を実現した

│連│載│我が社の自費出版事情 ㈲一粒社（愛知県半田市）の事例
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■　10 月の事務局日誌

  1 日 プライバシーマーク現地審査（神奈川）

  2 日 ジャグラ BB 委員会（Web 会議）

  5 日 ジャグラコンテスト専門委員会議（Web 会議）

  6 日 プライバシーマーク現地審査（新潟）

  7 日   プライバシーマーク現地審査（新潟）→延期、ジャグラBB/Zoom オンラインセミナー

 14 日   プライバシーマーク現地審査（長野）、日印産連ステアリングコミッティ・

専務理事連絡会議（日印産連会議室＋ Web 会議）→中村会長・沖専務

 16 日 広報委員会（本部＋ Web 会議）

 19 日 プライバシーマーク現地審査（大阪 )

 20 日   プライバシーマーク現地審査（大阪 )、SPACE-21「Zoomあそび」セミナー（Web 会議）

 21 日 生産性向上委員会（Web 会議）

 26 日 プライバシーマーク現地審査（愛知）

 27 日 プライバシーマーク現地審査（愛知 )

 27 日   Web 座談会打合せ（愛知 / ㈱クイックス）→岡本副会長・谷川副会長・並木

事務局長・事務局

 28 日 経営技術研究委員会（Web 会議）

 29 日 プライバシーマーク現地審査（千葉）

■　11 月のスケジュール

  2 日 プライバシーマーク審査会（本部）

  4 日 プライバシーマーク現地審査（石川）

  5 日 プライバシーマーク現地審査（石川）

  6 日  SPACE-21 全国大会（鹿児島）→中止

  7 日  SPACE-21 座談会（高知）

  9 日   ジャグラコンテスト専門委員会議（Web 会議）、プライバシーマーク現地審査（大阪 )

 10 日 プライバシーマーク現地審査（大阪 )

 13 日   全国協議会（東京ドームホテル）→中止、緊急座談会 1部 /2 部 / 懇親会（本

部）、DTP オペレーション記者会見（本部）、拡大理事会（Web 会議）

 14 日 全国協議会（東京ドームホテル）→中止

 16 日 プライバシーマーク審査（大阪）、マーケティング委員会（Web 会議）

 17 日 プライバシーマーク審査（大阪）

 18 日 プライバシーマーク現地審査（山梨）

 24 日 緊急座談会編集（本部）→岡本副会長

 25 日 生産性向上委員会（Web 会議）

 26 日  JAGAT 理事会（Web 会議）→吉岡理事、プライバシーマーク現地審査（大分 )

 28 日 自費出版表彰式（アルカディア市ヶ谷）→中止

■　12 月のスケジュール

  2 日 印刷物創注委員会（本部）

  3 日   機関誌新年号座談会（本部）→ FFGS 社長・中村会長・清水副会長・岡本副

会長・沖専務

  7 日 プライバシーマーク審査（長野）

  8 日 プライバシーマーク審査（長野）

  9 日   経営技術研究委員会（Web 会議）、日印産連ステアリングコミッティ・専務

理事連絡会議（日印産連会議室・Web 会議）→中村会長・沖専務

 17 日 プライバシーマーク審査（神奈川）

 21 日 プライバシーマーク審査（新潟）

 28 日 仕事納め

─────────────────────────────────────

事・務・局・便・り

　いよいよ「DTP オペレーション技能テスト」が開始されました。長らく準備を重

ねてまいりましたが、本テストは課題をもとに制作されたデータを評価し、DTP オ

ペレーション技能を認定するものです。採点は専門家が 1 件ずつ丁寧に行い、5 段

階で評価されたスコア表で結果が出るため、自身の技能レベルを数値化することが

できます。このため、1度受けて終わりではなく、継続することで自身のスキルアッ

プの度合いが明らかになります。ぜひチャレンジをお待ちしています。(K.N)
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